
 

ビシュケク・マナス空港発着便の一部運航停止及び減便等 

 

令和２年３月１９日 

 

 

●ロシア・アエロフロート航空は３月１８日，ビシュケク～モスクワ間の便に

ついて一部運航停止を発表しました。フライドバイ（ビシュケク～ドバイ間），

アヴィアトラフィック（ビシュケク～イスタンブール間）も一時的に運航停止

を発表しています。 

●新型コロナウイルス感染者の増加に伴い，今後さらに運航停止あるいは減便

が行われ，キルギスからの出国が困難になる可能性も排除できませんので，十

分な注意が必要です。 

●現在行われているキルギスへの外国籍者の入国禁止措置について，「キルギス

国籍者の家族」及び「キルギスに定住する者」については，対象外とされてい

ます。 

 

 

ロシア・アエロフロート航空は，３月１８日付ホームページ上で，ビシュケ

ク～モスクワ間の便の運航について 

・ＳＵ１８８２（※１），ＳＵ１８８３（※２）は４月３０日まで通常運航 

・ＳＵ１８８０（※３），ＳＵ１８８１（※４）は３月２２日まで運航（３月

２３日以降キャンセル） 

と発表しました。 

 また，３月１９日付マナス空港のホームページでは， 

・フライドバイ（ビシュケク～ドバイ間）は，３月２８日まで運航停止 

・アヴィアトラフィック（ビシュケク～イスタンブール間）は，４月１７日

まで運航停止等と発表されています。 

 現時点で詳細は不明ですが，新型コロナウイルス感染者の増加に伴い，今後

さらに運航停止あるいは減便が行われ，キルギスからの出国が困難になる可能

性も排除できませんので，十分な注意が必要です。 

【※１】２１：２５モスクワ発，０４：５０ビシュケク着 

【※２】０６：０５ビシュケク発，０７：５５モスクワ着 

【※３】０８：００モスクワ発，１５：１５ビシュケク着 

【※４】１６：２５ビシュケク発，１８：２５モスクワ着 

 

 他方，３月１９日午前０時０１分から開始された当地への外国籍者の入国禁



 

止措置について，キルギス政府に確認したところ 

 ・外交団，国際機関の職員及びこれらの家族 

 ・キルギス外務省が招へいする外国政府及び国際機関の代表団構成員 

 ・国際貨物輸送の運転手及び乗組員，航空機乗務員及び国際鉄道の乗務員 

 ・キルギス国籍者の家族（配偶者，子供など） 

 ・キルギスに定住権を有する者 

については，同措置の対象外であることが判明しました。 


